
品川区出産・子育て応援事業 

（伴走型相談支援および出産・子育て応援給付金の一体的実施事業）実施要綱 

制定 令和５年４月１日区長決定 

要綱第９３号 

（目的） 

第１条 この要綱は、品川区内（以下「区内」という。）の全ての妊婦・子育て世帯が安

心して出産・子育てできるよう、妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に

応じ、様々なニーズに即した必要な支援につなぐ伴走型相談支援の充実を図るととも

に、妊娠の届出や出生の届出を行った妊婦・子育て世帯等に対し、出産育児関連用品

の購入支援（以下これらを「本事業」という。）を一体的に行うことにより、出産・子

育てをサポートすることを目的とする。 

（事業区分） 

第２条 本事業の区分は次のとおりとし、区分ごとの事業内容は別添によるものとする。 

 伴走型相談支援（別添１） 

 出産・子育て応援給付金（別添２） 

（委任） 

第３条 この要綱に定めるもののほか、本事業の実施について必要な事項は、健康推進

部長が定める。 

  付 則 

この要綱は、令和５年４月１日から適用する。 
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別添１ 

伴走型相談支援 

 （目的） 

第 1 条 この事業は、区内の全ての妊婦および主に０歳から２歳の乳幼児（以下「対象

乳幼児」という。）を養育する子育て世帯（以下「妊婦・子育て世帯」という。）に対

し、出産・育児等の見通しを立てるための面談等、継続的な情報発信、相談受付等（以

下「本件支援」という。）を実施することにより、出産・子育てをサポートすることを

目的とする。 

（対象者） 

第２条 区長は、前条の目的を達成するため、次に掲げる要件のいずれにも該当する者

（以下「支援対象者」という。）に対し、本件支援を行う。 

 区内に住所を有していること。 

 妊婦であること（同居家族等を含む。）。ただし、出産後にあっては、対象乳幼児

を養育している者であること。 

２ 前項第１号の規定にかかわらず、品川区外の住民基本台帳に記録されている者であ

って、配偶者からの暴力等を理由に区内に居所を移しているものについては、同号に

掲げる要件に該当する者とみなす。 

（実施内容等） 

第３条 本件支援の実施内容等は次のとおりとする。 

 妊娠の届出時の面談等 

ア 実施時期 

   妊娠の届出時その他区長が必要と認めるときに実施する。 

イ 実施内容 

   区長は、支援対象者に対し、妊娠時の気持ちや健康状態、家庭の状況等を把握す

るためにアンケート（以下「妊娠届出時アンケート」という。）（様式第１号）への

必要事項の記載を求めた上で、しながわサポートプラン（様式第２号）を手交し、

妊娠期から出産後までの見通しや過ごし方、別添２に定める出産・子育て応援給

付金の案内および申請方法、産科医療機関等における妊婦健康診査の受診、産前・

産後サポート事業、母親学級・両親学級その他必要な支援サービス等を伝えるた

めの面談等を実施する。 

ウ 面談等の実施方法 

   原則、対面による面談（以下「対面面談」という。）を実施する。ただし、対面

面談が困難な場合は、面談に代わり、電話または妊娠届出時アンケ－トの提出を

求めることにより実施することができる。 

 妊娠８カ月頃の面談等 

ア 実施時期 

妊娠８カ月頃その他区長が必要と認めるときに実施する。 

イ 案内 

    面談等を実施する概ね１カ月前に、面談等の案内文およびアンケート（以下「妊

娠８カ月頃アンケート」という。）（様式第３号）を送付する。ただし、この時点
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で、流産または死産したことを把握した妊婦に対しては、当該案内等の送付を行

わない。 

  ウ 実施内容等 

   （ア）区長は、支援対象者に対し、提出のあった妊娠８カ月頃アンケートの回答

内容、支援対象者が持参したしながわサポートプラン等を基に、特に出産後

の見通し、過ごし方、必要となる各種手続、利用できる支援サービス等を伝

えるための面談を実施する。 

（イ）面談等により把握した支援対象者の状況等に応じて産後ケア事業の予約そ

の他必要な支援サービスの利用等を案内する。 

（ウ）実施方法 

   前号ウに定める実施方法に準じて実施する。 

エ 面談等を希望しない支援対象者または妊娠８カ月頃アンケートの回答の提出が

なかった支援対象者への対応 

   （ア）面談等を希望しない支援対象者について、提出された妊娠８カ月頃アンケ

ートに記載された支援対象者の状況等の情報に基づき、区長が当該支援対象

者に支援が必要と判断した場合は、面談や電話等による相談を実施した上で、

必要な支援につなげることとする。 

（イ）妊娠８カ月頃アンケートの回答の提出がなかった支援対象者について、電

話等により当該アンケートの回答の提出を求めるとともに、必要に応じて、面

談や電話等による相談を実施する。 

 出生後の面談等 

ア 実施時期 

   原則として、生後４カ月頃までの間に実施する。ただし、支援対象者の居所が

不明であった場合、日本国外に居住していた場合等、当該期間に面談等を実施で

きなかったときは、できる限り早い時期に実施することとする。 

イ 実施内容 

  （ア）区長は、新生児訪問、乳児家庭全戸訪問等を活用し、支援対象者に対し、ア

ンケート（対象乳幼児や子育てに関する気持ちや健康状態、家庭の状況等を

把握するために別に定めるアンケートをいう。）（様式第４号）への必要事項

の記載を求めた上で、支援対象者のしながわサポートプラン等を基に、出産

後の見通しや過ごし方、必要となる各種手続、利用できる支援サービス等を

伝えるための面談等を実施する。 

（イ）面談等により把握した支援対象者の状況等に応じて産後ケア事業、一時預

かり事業その他必要な支援サービスの利用等を案内する。 

ウ 実施方法 

    第１号ウに定める面談等の実施方法に準じて実施する。  

 面談後の情報発信、随時の相談受付等 

   第１号から前号までの規定に基づく面談等の実施後も、妊婦・子育て世帯に対し

て、子育て関連アプリ、ＳＮＳ、オンライン等を活用しつつ、プッシュ型による子

育て支援等に関するイベント情報等の情報発信、随時の相談受付等を継続的に実施

する。 
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（面談等の相談記録の管理） 

第４条 区長は、支援対象者から提出のあった妊娠届出時アンケート等および面談等の

相談記録を適切に管理するものとする。 

（関係機関との連携） 

第５条 伴走型相談支援をより効率的・効果的に実施していくため、別添２に定める出

産・子育て応援給付金の支給に当たり取得する関係機関等との必要な情報の確認・共

有に関する同意に基づき、必要に応じて関係機関と面談等の相談記録を共有し、密に

連携を図りながら本事業を実施することとする。 
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別添２ 

出産・子育て応援給付金 

 （目的） 

第１条 この事業は、妊婦・子育て世帯に対し、出産・子育ての負担を軽減するための

商品・サービス（以下「出産・子育て応援ギフト」という。）の購入支援（以下「本件

購入支援」という。）を行うことにより、出産・子育てをサポートすることを目的とす

る。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定め

るところによる。 

 クーポン 提示、交付その他の方法により使用する証票、電気通信回線に接続し

ている電子計算機に入力することにより使用する識別記号その他これらに類するも

のであって、商品またはサービスを購入することができるものをいう。 

 ＩＤ 次条に規定する支給対象者専用のウェブサイト（本件購入支援の対象とし

て選定した出産・子育て応援ギフトの購入の申込みを行うことができるＷｅｂサイ

トをいう。以下「専用サイト」という。）において出産・子育て応援ギフトを購入す

ることができる識別符号としてのクーポンをいう。 

（出産・子育て応援給付金の支給） 

第３条 出産・子育て応援給付金の実施内容等は、次のとおりとする。 

 出産応援ギフト 

ア 出産応援ギフトは、申請を行う時点（以下「申請時点」という。）において区内

に住所を有する者であって、次に掲げる要件のいずれかを満たすもの（以下「出産

応援ギフト支給対象者」という。）に対し、本件購入支援を行う。なお、出産応援

ギフト支給対象者のうち（ア）に該当する者については「支給妊婦」といい、（イ）

または（ウ）に該当する者については「遡及支給妊婦」という。 

  （ア）令和５年４月１日（以下「事業開始日」という。）以降に産科医療機関等を受

診し、妊娠の事実を確認した者または妊娠していることが明らかである者 

（イ）令和４年４月１日から事業開始日の前日までの間に出生した対象乳幼児の母

（妊娠中に日本国内に住所を有していた者に限る。） 

（ウ）令和４年４月１日から事業開始日の前日までの間に産科医療機関等を受診し、

妊娠の事実を確認した妊婦（妊婦であった者を含む。） 

イ アの規定にかかわらず、品川区外の住民基本台帳に記録されている者であって、

配偶者からの暴力等を理由に区内に居所を移している者または区による別添１第

３条第１号に定める妊娠の届出時の面談等を受けた者については、区内に住所を

有するものとみなす。 

ウ アの規定にかかわらず、本件妊娠に関して、既に出産・子育て応援給付金（令和

４年１２月２６日付け子発１２２６号第１号厚生労働省子ども家庭局通知に定め

る事業をいう。以下「一体的実施事業」という。）（子育て応援ギフトを除く。）の

支給を受けている者は、出産応援ギフト支給対象者としない。 
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エ 出産応援ギフトは、５万円を限度額とし、専用サイトを通じて購入することがで

きる育児関連用品等とする。 

オ 区長は、出産応援ギフト支給対象者の妊娠１回につき、５万円相当額のＩＤの支

給を行う。 

  カ 区長は、次の（ア）に基づき支給妊婦への出産応援ギフトの支給を、（イ）に基

づき遡及支給妊婦への出産応援ギフトの支給を行う。 

  （ア）支給妊婦への支給 

ａ 出産応援ギフトの支給を受けようとする者（以下「出産応援ギフト申請予定

者」という。）は、妊娠の届出をし、かつ、区による別添１第３条第１号に定め

る妊娠の届出時の面談等を受けた後、他の区市町村において一体的実施事業

（子育て応援ギフトを除く。）の支給を受けていない旨の申告および本事業の

適切な実施のため関係機関等に必要な情報を確認・共有することについて同意

した上で、区長に対して出産応援ギフト申請書（様式第５号）を提出し支給の

申請を行う。ただし、妊娠の届出前または申請前に流産もしくは死産した出産

応援ギフト申請予定者については、妊娠の届出時の面談等を受けることなく支

給の申請を行うことができるものとする。 

ｂ ａの支給の申請は、妊娠中に行うものとする。ただし、災害その他出産応援

ギフト申請予定者の責めに帰さないやむを得ない特別な事情により出産応援

ギフト申請予定者が妊娠中に支給の申請を行うことができなかった場合は、当

該やむを得ない特別な事情がやんだ後３カ月以内に支給の申請を行うことが

できるものとする。 

ｃ 区長は、出産応援ギフト申請予定者から支給の申請を受けたときは、速やか

に内容を審査の上、本件購入支援の可否を決定する。この場合において、区長

は、出産応援ギフト申請予定者に本件購入支援の可否を通知するとともに、本

件購入支援をすることの決定（以下「出産応援ギフト購入支援決定」という。）

をした出産応援ギフト申請予定者に対し、ＩＤを支給する。 

ｄ 区長は、ｃに規定する審査を行うに当たり、必要に応じて、産科医療機関等

に妊娠の事実を確認すること等により、当該者が支給妊婦に該当するか確認を

行う。 

ｅ 区長は、支給に当たり、必要に応じて、公的身分証明書の写し等を提出させ、

または提示させること等により、当該者の本人確認を行う。 

（イ） 遡及支給妊婦への支給 

ａ 出産応援ギフト申請予定者は、事業開始日以降、区長に対してアンケート（以

下「妊娠期間アンケート」という。）（様式第６号）を提出し、かつ、他の区市

町村において一体的実施事業（子育て応援ギフトを除く。）の支給を受けてい

ない旨の申告および本事業の適切な実施のために関係機関等に必要な情報を

確認・共有することについて同意した上で、区長に対して出産応援ギフト申請

書を提出し支給の申請を行う。ただし、妊娠の届出前または申請前に流産もし

くは死産した出産応援ギフト申請予定者は妊娠期間アンケートの提出を行う

ことなく支給の申請を行うことができるものとし、申請時点で対象の子が出生

している出産応援ギフト申請予定者は次号に定める子育て応援ギフトの支給
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を受けるために実施する面談等またはアンケートの提出をもって出産応援ギ

フトの支給の申請を行うことができるものとする。 

ｂ ａの支給の申請は、原則として、事業開始日から４カ月以内に行うものとす

る。ただし、災害その他出産応援ギフト申請予定者の責めに帰さないやむを得

ない特別な事情により、出産応援ギフト申請予定者が申請期間内に支給の申請

を行うことができなかった場合は、当該やむを得ない特別な事情がやんだ後３

カ月以内に支給の申請を行うことができるものとする。 

ｃ ｂの規定にかかわらず、令和６年３月１日以降の支給の申請はできないもの

とする。 

ｄ 区長は、出産応援ギフト申請予定者から支給の申請を受けたときは、速やか

に内容を審査の上、本件購入支援の可否を決定する。この場合において、区長

は、出産応援ギフト申請予定者に本件購入支援の可否を通知するとともに、出

産応援ギフト購入支援決定をした出産応援ギフト申請予定者に対し、令和５年

度内にＩＤの支給を行う。 

ｅ 区長は、ｄに規定する審査を行うに当たり、必要に応じて、妊娠の届出状況

を確認すること等により、当該者が遡及支給妊婦に該当するか確認を行う。

ｆ 区長は、支給に当たり、必要に応じて、公的身分証明書の写し等を提出させ、

または提示させること等により、当該者の本人確認を行う。 

 子育て応援ギフト 

ア 次の（ア）または（イ）に掲げる児童（子育て応援ギフトの支給相当額の算定の

基礎となる児童をいう。以下「対象児童」という。）を養育する者であって、子育

て応援ギフトの申請時点で区内に住所を有する者（以下「子育て応援ギフト支給対

象者」という。）に対して支給する。ただし、同一の対象児童に係る子育て応援ギ

フト支給対象者が２人以上いる場合において、そのうち１人に対して子育て応援

ギフトが支給された場合、他の子育て応援ギフト支給対象者に対する同一の対象

児童に係る子育て応援ギフトは支給しない。なお、子育て応援ギフト支給対象者の

うち次の（ア）に掲げる児童を養育する者については「支給養育者」といい、（イ）

に掲げる児童を養育する者については「遡及支給養育者」という。 

（ア）事業開始日以降に出生した児童であって、区内に住所を有するもの 

（イ）令和４年４月１日から事業開始日の前日までに出生した児童であって、区内

に住所を有するもの 

  イ アの規定にかかわらず、品川区外の住民基本台帳に記録されている者であって、

配偶者からの暴力等を理由に区内に居所を移している者または区による別添１第

３条第３号に定める出生後の面談等を受けた者については、区内に住所を有する

ものとみなす。 

  ウ アの規定にかかわらず、出生後に死亡した（子育て応援ギフトの申請前に限る。）

児童については、区内に住所を有するものとみなす。 

エ アの規定にかかわらず、次のいずれかに該当する者は子育て応援ギフト支給対

象者としない。 

 （ア）児童手当法（昭和４６年法律第７３号）第４条第１項第４号に規定する小規

模住居型児童養育事業を行う者 
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 （イ）児童手当法第４条第１項第４号に規定する障害児入所施設等の設置者 

 （ウ）法人 

  オ アの規定にかかわらず、同一の対象児童に関して、既に一体的実施事業（出産

応援ギフトを除く。）の支給を受けている者は、子育て応援ギフト支給対象者とし

ない。 

  カ 子育て応援ギフトは、５万円を限度額とし、専用サイトを通じて購入すること

ができる育児関連用品等とする。 

キ 対象児童１人につき５万円相当額のＩＤを支給する。 

 ク 区長は、次の（ア）に基づき支給養育者への子育て応援ギフトの支給を、（イ）

に基づき遡及支給養育者への子育て応援ギフトの支給を行う。 

（ア）支給養育者への支給 

ａ 子育て応援ギフトの支給を受けようとする者（以下「子育て応援ギフト申

請予定者」という。）は、区による別添１第３条第３号に定める出生後の面談

等を受けた後、他の区市町村において同一の対象児童に係る一体的実施事業

（出産応援ギフトを除く。）の支給を受けていない旨の申告および事業の適

切な実施のために関係機関等に必要な情報を確認・共有することについて同

意した上で、区長に対して子育て応援ギフト申請書（様式第７号）を提出し

支給の申請を行う。ただし、申請前に対象児童が死亡した子育て応援ギフト

申請予定者については、出生後の面談等を受けることなく、区に対して支給

の申請を行うことができるものとする（対象児童の死亡日に区内に住所を有

する者に限る。）。 

ｂ ａの支給の申請は、原則として、生後４カ月頃までの間に行うものとする。

ただし、災害その他子育て応援ギフト申請予定者の責めに帰さないやむを得

ない特別な事情により生後４カ月頃までに支給の申請を行うことができな

かった場合は、当該やむを得ない特別な事情がやんだ後３カ月以内に支給の

申請を行うことができるものとする。 

ｃ ｂの規定にかかわらず、対象児童が３歳に達する日以降は支給の申請をす

ることはできないものとする。 

ｄ 区長は、子育て応援ギフト申請予定者から支給の申請を受けたときは、速

やかに内容を審査の上、本件購入支援の可否を決定する。この場合において、

区長は、子育て応援ギフト申請予定者に本件購入支援の可否を通知するとと

もに、本件購入支援をすることの決定（以下「子育て応援ギフト購入支援決

定」という。）をした子育て応援ギフト申請予定者に対し、ＩＤの支給を行

う。 

ｅ 区長は、ｄに規定する審査を行うに当たり、必要に応じて、子育て応援ギ

フト支給対象者の対象児童の養育の事実を確認すること等により、当該者が

支給養育者に該当するか確認を行う。 

ｆ 区長は、支給に当たり、必要に応じて、公的身分証明書の写し等を提出さ

せ、または提示させること等により、当該者の本人確認を行う。 

   （イ）遡及支給養育者への支給 

ａ 子育て応援ギフト申請予定者は、事業開始日以降、区長に対してアンケー
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ト（以下「出生後アンケート」という。）（様式第８号）を提出し、かつ、他

の区市町村で同一の対象児童に係る一体的実施事業（出産応援ギフトを除

く。）の支給を受けていない旨の申告および本事業の適切な実施のために関

係機関等に必要な情報を確認・共有することについて同意した上で、区長に

対して出産・子育て応援ギフト申請書（様式第９号）（対象児童の養育者と

当該対象児童を生んだ母が異なる場合にあっては、子育て応援ギフト申請

書（様式第７号））を提出し支給の申請を行う。ただし、申請前に対象児童

が死亡した子育て応援ギフト申請予定者については、出生後アンケートの

提出を行うことなく、区に対して支給の申請を行うことができるものとす

る（対象児童の死亡日に区内に住所を有する者に限る。）。 

ｂ ａの支給の申請は、原則として、事業開始日から４カ月以内に行うもの 

とする。ただし、災害その他子育て応援ギフト申請予定者の責めに帰さない

やむを得ない特別な事情により申請期間内に支給の申請を行うことができ

なかった場合は、当該やむを得ない特別な事情がやんだ後３カ月以内に支給

の申請を行うことができるものとする。 

ｃ ｂの規定にかかわらず、令和６年３月１日以降の支給の申請はできないも

のとする。 

ｄ 区長は、速やかに内容を審査の上、本件購入支援の可否を決定する。この

場合において、区長は、子育て応援ギフト申請予定者に本件購入支援の可否

を通知するとともに子育て応援ギフト購入支援決定をした子育て応援ギフ

ト申請予定者に対し、令和５年度内にＩＤの支給を行う。 

ｅ 区長は、ｄに規定する審査を行うに当たり、必要に応じて、子育て応援ギ

フト支給対象者の対象児童の養育の事実を確認すること等により、当該者が

遡及支給養育者に該当するか確認を行う。 

ｆ 区長は、支給に当たり、必要に応じて、公的身分証明書の写し等を提出さ

せ、または提示させること等により、当該者の本人確認を行う。 

 （使用期限） 

第４条 出産応援ギフト支給対象者または子育て応援ギフト支給対象者に支給するＩＤ

の使用期限は、当該ＩＤに記載するものとする。 

（支給決定の取消し） 

第５条 区長は、出産応援ギフト支給対象者または子育て応援ギフト支給対象者が偽り

その他不正の手段により出産応援ギフトまたは子育て応援ギフトの支給を受けたとき

は、支給の決定を取り消すことができる。 

２ 前項の規定により支援決定を取り消した場合において、ＩＤが既に利用されている

ときは、区長は期限を定めて、利用されたＩＤの額面金額に相当する金額を返還させ

るものとする。 

（権利の譲渡または担保の禁止） 

第６条 本件購入支援を受ける権利は、譲り渡し、または担保に供してはならない。 







様式第３号 

妊娠中の方（妊娠８か月頃）へのアンケート 

お名前
フ リ ガ ナ

           生年月日          

妊娠届出時のお名前
フ リ ガ ナ

（妊娠届出後に変更があった方はご記入ください。） 

住所                          

妊娠届出時の住所（現住所と違う方のみご記入ください。）

電話番号                        

妊娠・出産についての相談や情報提供を行うために、以下の質問にご協力をお願いしま

す。（あてはまるものに をつけてください。）

〇妊娠届出日  （      年   月   日） 
*親子健康手帳（母子健康手帳）の表紙に記載されています。

○現在の妊娠週数   妊娠（      ）週  単胎・多胎（      ） 

○妊婦健康診査を定期的に受診していますか。 

□はい（健診受診施設：               ）□いいえ 
 ※妊娠中は、気がかりなことがなくても、身体にはいろいろな変化が起こっています。定期的

に妊婦健康診査を受けましょう。 

 ※妊婦健康診査を受けることが難しい場合などは、管轄保健センターにご相談ください。 

〇今回の妊娠中に、医師から赤ちゃんやあなたの身体に何か問題があるといわれていま 

すか。 

  □はい（内容                   ） □いいえ 

〇現在治療中や、経過観察中の病気はありますか。 

  □はい（病名：                   ）□いいえ 

○分娩予定施設は決まっていますか。 

□はい（分娩予定施設：               ）□いいえ 
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○出産後、相談にのってくれる人としてどんな方が思い浮かびますか？（複数回答可）     

□パートナー □実父母 □義父母 □兄弟姉妹 □友人 □思い浮かばない 

□その他（                              ） 

〇出産後 1か月くらいの間に家事や育児を手伝ってくれる人はいますか。(複数回答可) 

□パートナー □実父母 □義父母 □兄弟姉妹 □友人  

□産後ドゥーラ（育児支援ヘルパー）□ベビーシッター（一時預かり利用支援）   

□手伝ってくれる人はいない 

□その他（                               ） 

○出産に向けて、今のお気持ちはいかがですか？現在気になっていることや産後４か月 

までの間の事について相談したいことはありますか。 

  □妊娠中の自分の身体の変化 □出産のこと □おなかの子どものこと  

□育児のこと □上の子どものこと □パートナーのこと □実父母（義父母）  

□出産に関する費用の支払いについて □仕事 □保育園 □飲酒  □たばこ  

□その他（                               ） 









様式第５号 

出産応援ギフト申請書
（出産・子育て応援給付金による出産応援ギフト） 

品川区長 あて 
お名前                      

現住所                      

連絡先       （   ）          

妊娠届出日     年     月     日  

妊娠届出日時点の住所地（現住所と異なる場合のみ記載）

               妊娠判定を受けた医療機関情報 

               医療機関名                     

               電話番号                      

               妊娠判定を受けた時期      年     月   

出産応援ギフトの支給（妊婦１人につき５万円相当）を 
□ 希望します。 

□ 希望しません。 

□ 他の自治体で、出産・子育て応援交付金による出産応援ギフト
の支給を受けていません。 
※ 出産応援ギフトの支給状況などについて、他の自治体に確認することがあります。 

受付印 

 妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援に必要となる場合には、 
品川区、他区市町村、医療機関、相談支援関係機関等が把握した情報（妊
娠状況や妊婦健康診査受診状況、伴走型相談支援等で活用するアンケート
結果や子育てサービス利用状況等）について、必要に応じて相互に確認・
共有することに同意します。 

署 名           
署名日   年  月  日



様式第６号 

妊娠中の方へのアンケート 

お名前          年齢（   歳）  

妊娠・出産についての相談や情報提供を行うために、以下の質問にご協力をお願いしま

す。（あてはまるものに をつけてください。）

○現在の妊娠週数   妊娠（      ）週  単胎・多胎（      ） 

○妊婦健康診査を定期的に受診していますか。 

□はい（健診受診施設：               ）□いいえ 
 ※妊娠中は、気がかりなことがなくても、身体にはいろいろな変化が起こっています。定期的

に妊婦健康診査を受けましょう。 

  妊婦健康診査を受けることが難しい場合などは、管轄保健センターにご相談ください。 

○分娩予定施設は決まっていますか。 

□はい（分娩予定施設：               ）□いいえ 

○出産後、相談にのってくれたり、家事や育児のサポートをしてくれる人としてどんな

方が思い浮かびますか？      

（                           ） 

○出産に向けて、今のお気持ちはいかがですか？ 

  ・楽しみなこと、やってみたいこと 

  ・知りたいこと、気になること （ご自身の健康、赤ちゃんや上のお子さん、ご家族、

仕事、保育園、経済面、住まい・生活環境など） 



様式第７号 

子育て応援ギフト申請書
（出産・子育て応援給付金による子育て応援ギフト） 

品川区長 あて 
お名前                      

                  現住所                      

連絡先       （   ）          

すくすく赤ちゃん訪問を受けた日    年  月  日  

お子様の名前（令和５年 4 月 1 日以降に生まれた子） お子様の誕生日

１ 年 月 日

２ 年 月 日

３ 年 月 日

４ 年 月 日

５ 年 月 日

子育て応援ギフト（お子様１人につき５万円相当）の支給を 
□ 希望します。 

□ 希望しません。 

受付印 

 妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援に必要となる場合には、 
品川区、他区市町村、医療機関、相談支援関係機関等が把握した情報（産
婦健康診査受診状況、産後ケア事業利用状況、伴走型相談支援等で活用す
るアンケート結果やサービス利用状況等）について、必要に応じて相互に
確認・共有することに同意します。

署 名           
署名日 年 月 日

□ 他の自治体で、出産・子育て応援交付金による子育て応援ギフト
の支給を受けていません。 
※ 子育て応援ギフトの支給状況などについて、他の自治体に確認することがあります。 



様式第８号 

出産後の方へのアンケート 

ご自身のお名前                  年齢（   歳） 

お子さんのお名前        出生の年月日（  年  月  日） 

出産後の育児等についての相談や情報提供を行うために、以下の質問にご協力をお願

いします。（あてはまるものに をつけてください。）

○産後、ご自身の気持ちやからだのことで、気がついたこと、変わったことがあります

か。  

□いいえ  □はい（                  ） 

○ご自身の睡眠の状況はいかがですか？ 

（                      ） 

○子育てについて相談にのってくれたり、家事や育児のサポートをしてくれる人として

どんな方が思い浮かびますか？ 

 （                  ） 

○お子さんと一緒に過ごす中で、今のご自身のお気持ちはいかがですか？ 

 ・楽しいこと、やってみたいこと 

 ・知りたいこと、気になること （ご自身の健康、赤ちゃんや上のお子さん、ご家族、

仕事、保育園、経済面、住まい・生活環境など） 



様式第９号 

出産・子育て応援ギフト申請書
（出産・子育て応援給付金による出産応援ギフトおよび子育て応援ギフト） 

品川区長 あて 
お名前                      

現住所                      

連絡先       （   ）          

お子様の名前（令和 4 年 4 月 1 から事業開始日の前日までに生まれた子） お子様の誕生日

１ 年 月 日

２ 年 月 日

３ 年 月 日

４ 年 月 日

５ 年 月 日

      出生日時点の住所地（現住所と異なる場合のみ記載）

出産・子育て応援ギフト（□妊婦一人あたり５万円 □お子様一人あたり５万円）の支給を 
□ 希望します。 

□ 希望しません。 

受付印 

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援に必要となる場合には、
品川区、他区市町村、医療機関、相談支援関係機関等が把握した情報（産
婦健康診査受診状況、産後ケア事業利用状況、伴走型相談支援等で活用す
るアンケート結果やサービス利用状況等）について、必要に応じて相互に
確認・共有することに同意します。

署 名           
署名日 年 月 日

□ 他の自治体で、出産・子育て応援交付金による「出産応援ギフト」
および「子育て応援ギフト」の支給を受けていません。 
※ 出産応援ギフトおよび子育て応援ギフトの支給状況などについて、他の自治体に確認するこ
とがあります。 


